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土屋グループ 木のいえづくりセミナー開催についてのお知らせ 

 

住宅の省エネルギー性、国からの太陽光発電への補助金政策、健康・エコ住宅への関心の高まりを受け、

この度、土屋グループにおいて、健康と地球にやさしい家づくりを考え、下記のとおり、人にやさしい、地

球にやさしい、「木のいえづくりセミナー」を開催することとなりました。 

セミナー開催につきましては、本年６月４日に「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」が施行され、

家を大切に長く使うこと、建て替えのコスト削減など、地球環境と住宅に関する負担を軽減することが時代

の最大ニーズとなっていることを背景に、新築・リフォームをお考えの方に最新トレンド情報としてお伝え

したいノウハウを凝縮した内容とし、北海道新聞社広告局の後援のもと、土屋グループがお勧めするもので

あります。 

 

記 

 

■「木のいえづくりセミナー」概要 

 日時：平成 21 年７月 25 日（土）13 時～15 時 30 分（開場 12 時 30 分） 

 場所：札幌後楽園ホテル 地下２階ピアリッジホール 

    （札幌市中央区大通西８丁目／電話 011-261-0111） 

 内容：第１部（13:00～14:20） 

     テーマ：人にやさしい、地球にやさしい「住んで楽しい安心・安全な木の家について」 

     講 師：農学博士 安藤 直人 氏 

（東京大学大学院教授、長期優良住宅先導的モデル事業評価委員） 

    第２部（14:30～15:25） 

     テーマ：エコ＆「耐震・耐久性」を考えた「木の家のつくり方」 

     講 師：博士（工学・農学） 手塚 純一 氏 

（J建築システム株式会社代表取締役、一級建築士）  

    終了後（15:30～16:30） 

     個別相談コーナーにて専門スタッフがご相談を承ります。 

  主催：土屋グループ（株式会社土屋ホーム、株式会社土屋ツーバイホーム、株式会社ホームトピア） 

 後援：北海道新聞社広告局 

 

■「木のいえづくりセミナー」に関するお問合わせ 

  土屋ホールディングス（011-717-5556） 

担当／専務取締役 大吉（おおよし）、経営企画Ｇマネジャー 小田 

 

■添付資料 

・講師メッセージ 

・申込のご案内 

以 上 



講師メッセージ 

 

  東京大学大学院 教授 安藤 直人 氏 

 

  新しい木の時代、取り組みへのキーワードは「木～ワード」、【かきくけこ】か：環境、き：教育、

く：暮らし、け：健康、こ：こころだと思っています。地球環境・社会・家庭・身体・精神、即ち

一人一人の行動や考え方が環境にまで連続性を持って深くかかわっており、木を使うことで森を再

生し、安全で安心できる豊かな住まいづくりを実現するには、関係者はもとより広く一般消費者の

中にも「木」の価値を持続的に創造して広めていくべきだと思います。 

 人と木が寄り添えば「休む」という字になりますが、国がまえに木と書けば「困る」です。良き

伝統を守るためにも新しいチャレンジが必要だと思います。 

 木質構造分野での技術革新は絶え間なく進められていますが、その実用化、普及に際してはまだ

まだもどかしい感があります。 

 木のいえづくりセミナーが、様々な情報や考え方を共有できる場になることを期待しています。 

 

 

 Ｊ建築システム株式会社 代表取締役 手塚 純一 氏 

 
  21 世紀、科学技術の目覚しい進展は、合理化と共に新たな多様な問題を抱え、我々を取り巻く社

会、経済のあり方まで大きく変えつつあります。たとえば地球規模での環境保全の高まりの中、自

然エネルギーの有効利用や室内･外の環境のあり方、一方で先の阪神･淡路大震災の教訓により社会

資産とされる建築物の「安全･耐久性」の向上といった新技術の開発が重要課題とされています。 

  さらに建築基準法の改正による「限界状態設計法」または新法の「性能表示性度」により住宅の

要求水準を「性能」で示すなど、工法や新材料についても明確な方向を見出さなければなりません。 

  建築を通して人・地球にやさしい街づくりを皆様方と一緒に造れればと思っております。 

 

以 上 




